
【事前評価】

事業目標 事業内容
採択予定

年度
完成予定

年度
事業費
（億円）

1 農地整備課
農業農村整備事業
（緊急農地防災事

業）
鹿伏兎
か ぶ と

津島市
排水路を改修し、農地及び農業用施設
等の湛水被害を防止する。（計画基準
雨量　341mm/3日、1/20確率雨量）

排水路工　L=0.9km 2025 2030 11.7
B/C=3.

4

・対象なし

【再評価】

事業の
必要性

事業の
見込み

事業の
効果

評価年度
事業期間
（自）

事業期間
（至）

事業費
（億円）

進捗率
（％）

Ｂ/Ｃ

2025 2020 2031 16.8 12 1.5

2019 2020 2028 7.7 0 1.8

2025 2020 2032 61.6 4 －

2019 2020 2029 47.4 0 1.3

2025 2020 2034 63.5 15 1.5

2019 2020 2029 47.0 0 1.4

2025 2020 2028 21.1 34 －

2019 2020 2025 17.0 0 1.2

2025 2011 2040 27.5 38 1.5

2020 2011 2030 19.5 36 1.4

2010 2011 2021 19.5 0 1.1

【事後評価】

事業目標 事業内容
事業期間
（自）

事業期間
（至）

事業費
（億円）

事業目標
の達成状

況

事業効果
の発現状

況

事業実施
による環
境の変化

今後の事
業評価の
必要性

改善措置
の必要性

同種事業
に反映す
べき事項

2013 2020 5.1

2013 2017 4.9

1

2 農地整備課
農業農村整備事業

（たん水防除事業） 横根
よ こ ね

川
がわ

大府市

既存排水機場の老朽化に伴う排水能力
の低下や流域開発による降雨流出量の
増加に対応するため、既存排水機場を
改修し、農地等の湛水被害を防止す
る。

農地整備課
農業農村整備事業

（たん水防除事業） 片原
かた はら

一色
い っ し き

第
だい

２ 稲沢市

既存排水機場の老朽化に伴う排水能力
の低下や流域開発による降雨流出量の
増加に対応するため、排水機場や導水
路を新設し、農地等の湛水被害を防止
する。

再評価

再評価
地元住
民との
調整

B B A

老朽化に伴い機能低下した既存排水路
を更新することにより、排水機能を維
持し、農地等の湛水被害を防止する。

排水路　L=8.6km 2020

排水機場　１か所
導水路工　1.0km

2020

地元住
民との
調整

B

なし なし あり -
○

(発現)

○
(影響
無)

備考

対応方針（案）の概要

1 森林保全課
治山事業

（水源地域整備事
業）

新城
し ん し ろ

市
し

細川
ほそかわ

ほか

地区
新城市

森林の有する水源涵養機能と土砂災害
防止機能等を発揮させるため、治山施
設の整備及び森林整備を行う。

治山ダム工　26個
土留工　　　 2個
本数調整伐　87.90ha

○
(達成)

２０２５年度　第３回委員会　評価実施事業一覧表

番号 事業課
事業名

（細事業名）
地区名

事業
箇所

事業概要

備考

林道の開設により、事業着工後、森林
整備を1年あたり利用区域(641ha)の
1％実施する。

林道開設
延長15.0km
幅員4.0m

4 農地整備課
農業農村整備事業
（地盤沈下対策事

業）
六條
ろくじょう

弥富市

老朽化に伴う破損により漏水被害が発
生している既存用水路を更新すること
で、農業用水の安定供給を図るととも
に、石綿セメント管の破損による農業
者等への健康被害を防止する。

用水路　L=27.3km

5

地区名
事業
箇所

上新戸黒淵線
か み あ ら と く ろ ぶ ち せ ん

新城市

参考：委
員会によ
る審議

番号 事業課
事業名

（細事業名）
地区名

事業
箇所

2011
再評価
(3回
目)

R5.6月
豪雨に
よる災
害のた

め

B

再評価
現場条
件の再
確認

事業目標

A 継続

森林保全課
林道事業

（過疎山村地域代行
林道事業）

B A 継続

再評価

B B A

3 農地整備課
農業農村整備事業
（地盤沈下対策事

業）
鍋田
な べ た

排水
はいすい

弥富市

継続

B B

排水機場　１か所 2020

2020

参考：委
員会によ
る審議

継続
2020
再

2019
事前

対応
方針案

継続 -

2019
事前

2019
事前

再評価
該当基準

事業期間
延伸理由

各評価項目の判定結果

事業概要（上段：実績、下段：当初）

A

評価結果の概要

B

地元住
民との
調整

事業内容
採択
年度

備考

参考事項：今回と前回再評価時との比較
（上段：今回、中段：前回再評価時、下段：事前評価時）

番号 事業課
事業名

（細事業名）

資料４


